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会議録 

会議の名称 令和７年度 第３回西東京市スポ－ツ推進審議会 

開 催 日 時 令和７年９月 17日（水曜日） 午後６時 40分から午後７時 50分まで 

開 催 場 所 西東京市役所田無第二庁舎５階会議室 

出 席 者 （委 員）岡田会長、阿部職務代理、吉田委員、海老沢委員、姉松委員、髙倉委員、鈴木

委員、永田委員 

（事務局）田中スポーツ振興課長、安藤課長補佐、國府方副主幹 

（傍聴者）２名 

議   題 議題 

(1) 令和７年度 第２回西東京市スポ－ツ推進審議会会議録（案）について  

(2) 東京 2025デフリンピック開催について 

(3) 令和７年度後期 スポーツ振興課イベント予定 

(4) 公共施設予約管理システムについて 

(5) 令和７年度 スポーツ振興事業補助金の交付について 

(6) その他 

会議資料の 

名   称 

資料 1 令和７年度 第２回西東京市スポ－ツ推進審議会会議録（案） 

資料２ 第 25回夏季デフリンピック競技大会東京 2025大会概要 

資料３  令和７年度後期 主なスポーツイベント（予定） 

資料４ 公共施設予約管理システムが令和８年４月利用分よりリニューアル！ 

資料５ 令和７年度 西東京市スポーツ振興事業補助金の審査概要③～⑦ 

記録方法 □全文記録 ☑発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 

１ 開会 

 

２ 議題 

○会長 

  それでは、議題を審議する前に、事務局から配付資料の確認をお願いする。 

 

○事務局 

  次第及び資料１～５の確認。 

 

（１）令和７年度 第２回西東京市スポ－ツ推進審議会会議録（案）について 

○事務局 （資料１について説明） 

 

○会長 

  委員の皆様から意見があるか。特に意見がなければ、原案のとおり決定したいと思うが意義はある

か。 

（異議なし） 
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（２）東京 2025デフリンピック開催について 

○事務局 （事務局から資料２について説明） 

 

○会長 

  資料２の事務局からの説明に対して、委員の皆様から質疑はないか。 

 

○委員 

  障害をお持ちのお子さんの保護者から、スポーツ相談窓口に活動場所や団体を紹介してほしいと

いう相談はある。 

 

○会長 

  障害をお持ちの方は、既存のスポーツ団体やチームに所属して健常者と一緒に活動しているのか。 

  また、西東京市体育協会（以下、「体協」という。）に聴覚障害関係の加盟団体はあるのか。 

 

○委員 

  体協に聴覚障害関係の団体は加盟していないが、知的障害のお子さんがバスケットボールをやり

たいという相談があり、体協に加盟しているバスケットボール協会へ照会したが、障害に対する専門

的な知識がないため、障害者を受け入れて、万が一怪我等させてしまった場合、責任が取れないとい

う意見があった。 

  障害者のスポーツ活動を広げることを目的に、昨年、体協加盟団体を対象に、障害者就労準備支援

を行う「さくらの園」の指導員を講師として招き、障害の種類や特徴、障害者に対してどのよう対応

が必要か、障害者サポーター養成講座（初級）を開催した。 

 

○委員  

  障害者を受け入れるにあたり、指導員不足、ノウハウがないというのは他の自治体も共通の課題で

あると認識している。そのような課題を解決するためには、行政としては、障害者スポーツに取り組

める体制やサポートできる体制があると良い。 

  都内には拠点となる障害者スポーツセンターが２か所あるが、一般にはあまり認知されておらず、

地域との接点がないのが現状なので、そのような施設を活用し、どのように取り組んでいくことがで

きるのかが課題である。 

 

○委員 

  東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会のように、今回のデフリンピックについてもボ

ランティアの募集は市にあったのか。 

 

○事務局 

  市にはそのような話はなかったが、今回はデフリンピックのキャラバンカーを、全国を巡回する予

定であり西東京市も予定されている。当日は、市の聴覚障害者協会と連携し、出発式を考えている。 
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○会長 

  その出発式には、ボランティアは必要ないのか。 

 

（３）令和７年度後期 スポーツ振興課イベント予定 

○事務局 （資料３について説明） 

 

○会長 

  資料３の事務局からの説明に対して、委員の皆様から質疑はないか。 

 

○委員 

  事業を実施する際、参加者が定員に達しないなどの課題はないか。子どもたちがスポーツに触れら

れるイベントについては、小中学校の校長会などで周知することは可能なので、相談してほしい。 

 

○事務局 

  今後予定している 12 月 20 日のラグビー体験イベントと年明け１月７日のラクロス体験イベント

については、初めての事業であることから、市内の小中学生にたくさん参加してもらいたいと考えて

いるので、改めて校長会等通してお願いしたいと考えている。 

 

○委員 

  スポーツ体験会（ボッチャ等）などの事業に参加された市民の方から、続けられる場所や団体があ

るのかスポーツ相談窓口に相談に来ることがあるが、種目によっては、その要望に応えられるような

団体がないことがあるので、事業をやって終わりではなく、その後に繋げられるような環境づくりを

してほしい。 

  また、ドッジボール交流会については、子どもを持つ親の立場としては、参加条件であるチームで

の参加は難しい。一人でも参加できるように事業を検討してほしい。 

 

○事務局 

  貴重な意見として、今後、参加しやすいように検討する。 

 

○会長 

スポーツ推進委員が主体的に展開するイベントがあるが、資料にあるボッチャはスポーツ推進委

員の事業なのか。 

 

○事務局 

スポーツ推進委員が毎月実施するＥＮＪＯＹニュースポーツのなかでボッチャを実施している。

公民館でもボッチャサークルができているようで、活動場所が広がっているという認識である。 

そのようなサークルが、市のボッチャ大会にも参加している。 

 

○委員 

  市町村総合スポーツ大会のボッチャ競技に、西東京市から参加して８位で入賞した。 
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障害者を対象にした事業を展開しようとしても設備面での課題があると認識している。 

  ある施設にボッチャに参加しに来た車いすの方には、毎月実施しているＥＮＪＯＹニュースポー

ツでボッチャを実施していることを紹介した。 

 

○委員 

  10 月５日に市民体力テストがあるが、各小学校でも春先に子どもたちは体力テストを実施してお

り、その結果を見ると、西東京市はボール投げの数値が都内の中でも低い。体協では体育の時間を利

用して希望された学校へ出前方式でボール投げの指導に行っている。体力テストを実施して終わり

ではなく、その結果を踏まえてフォローすることが大事だと思う。 

 

（４）公共施設予約管理システムについて 

○事務局 （資料４について説明） 

 

○会長 

  資料４の事務局からの説明に対して、委員の皆様から質疑はないか。 

 

（異議なし） 

 

（５）令和７年度 スポーツ振興事業補助金の交付について 

○事務局 （資料５について説明） 

 

○委員 

  要綱上、日本パラスポーツ協会など障害者団体は申請できるのか。 

 

○事務局  

要綱の中では具体的に明記していないが、申請された大会の主催団体を確認し要綱と照らし合わ

せて判断している。 

 

○委員 

  要綱だけ見ると、パラスポーツをしている方が申請しにくいのではないか。それが申請数や申請種

目に影響があるかわからないが、申請段階で自身の団体が規定にないと申請しないなど障壁になっ

ていないか。 

  これまで、障害者スポーツの申請はあったのか。パラスポーツなどの申請に影響があるのであれ

ば、要綱の改正も検討すべきではないか。 

 

○事務局 

  ボッチャでの申請があった年度はある。どなたでも申請しやすいように検討したい。 

 

○委員 

  デフリンピックの大会ビジョンにあるように、スポーツの魅力や価値を伝え人々や社会につなぐ
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ことはとても大事なことだと思う。見るだけ応援するだけでは他人事になる。自分事にするには、子

どもの時から体験することが大事であり、そうした体験を行政でできるのではないか。 

例えば小学校で、健常児が車いすに乗って一日過ごし、トイレに行くことがどんなに大変なことな

のか、教室から体育館に移動するだけでもどんなに大変なことなのかを体感することが大人になっ

て、障害者に対する壁が低くなり共生していくようになるのではないか。 

 

○事務局 

  子どもの頃からの体験を通して学ぶことは大事だと思う。我々はスポーツイベントの中で、そのよ

うな機会を考えてみたい。 

 

（６）その他 

○委員 

  10月 13日に実施予定の市民スポーツまつりに、西東京市在住のデフリンピックの柔道選手に開会

式に来ていただけないか。 

 

○事務局 

  10月 13日も大会間際で、練習などで忙しいと聞いている。 

   

○委員 

  東京都の調査では小学生の３割に運動離れが進んでいるとのこと。運動会では、競争性のある種目

を実施していないと聞いている。教育委員会が指導しているのか、学校で決めているのか。 

 

○委員 

  最近の運動会での種目選定は、コロナの影響が大きいと認識している。学校としては、安全を最優

先で考える。 

また、近年気象状況の変化もあり、熱中症などを鑑みて、午前中で終わらせる学校もあり、種目に

ついては各学校で模索しているところである。いずれにしても、子どもたちの運動機会に影響がある

と認識している。 

 

○事務局 

前回の審議会でご審議いただいた「第２期西東京スポーツ推進計画 令和６年度評価及び令和７

年度目標調査」について、委員の皆様から様々なご意見をいただき、それらを反映させて調査票を一

部修正した。 

主な変更点は、評価方法を修正したが、その修正した評価票で、改めて各課へ再評価を依頼したと

ころである。 

 

○会長 

  事務局の説明の補足だが、資料１の議事録の中に評価について触れられている。前回の審議会での

意見を踏まえて、総合評価を導き出す形に調査票を変更した。 
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○会長 

  その他、事務局から何かあるか。 

 

○事務局 

  次回の審議会の日程について、年明け１月 21日（水）、田無第二庁舎５階会議室において、午後６

時 30分から予定している。 

 

○会長 

  これで令和７年度 第３回西東京市スポーツ推進審議会を終了する。 

   

以上 

 

 


